






要約:昨年度の報告でも述べたように、里帰リ分娩の実態に関する全国規模の信頼出来る報

告は多くない。本年度は、レトロスペクティブに、里帰り分娩後の母子の追跡を行なう一

方、九州、関西、関東の 5保健所管内に居住する妊婦の住居地と出産場所間の距離を調査

し、里帰り分娩の実態を住民側から推測することを試みた。その結果、県外出産者は 6.3%

あり、30キロメートル以上の遠隔地出産者と合わせると、約 10%に達した。昭和 57 年にく

らべ昭和 62年では、その頻度には減少傾向が見られた。定義の仕方にもよるが、里帰リ分

娩は増加傾向が停止したか、一時より減少している可能性がある。確定的なデータと母子

の予後については次年度にまとめて報告する。 


